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〇わが国の総力を挙げて、原子炉廃止措置、環境回復再生、

災害復旧などが進められている。

例えば、楢葉町除染（H24.7~H25.9）事業だけでも、これまで、
延べ４１５，０００人が除染作業に従事している。

〇 これまでの除染にかかる費用だけでも1兆円を超え、今後、
中間貯蔵を入れると、5兆円を超えるとの試算もある。
災害復旧、賠償などを加えると〇兆円を超えるかもしれない。

〇地震・津波災害と東電福島事故による環境汚染災害は、これ

までに人類が経験したことがない巨大な複合災害であり、こ

の状況と環境回復再生・復興などへ向けた取り組みを記録し、
知識化することが私たちの世代の責務である。

〇同時に、世界的に同じ災害が再び発生することは望まないけ

れども、わが国が経験し、対応し、その結果得られた知識は、

地球社会全体で共有化、所謂、国際公共財化していくことが
わが国の地球社会の一員としての責務である。
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平成24年6月までの除
染実施の初期の期間に

実施された除染事業の
データを分析したもの

横軸：除染前表面汚染密度（cpm）
縦軸：表面汚染密度の低減率（％）
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年月 活動・報告書

1986.8 　IAEA　国際ミーティング：事故評価

1989.10～1991.6 　IAEA　放射線学的調査（25カ国、7組織、11研究所）

1996.4 　IAEA、WHO、EC　国際会議：放射線学的結果（71カ国、20組織）

2003～2005 　チェルノブイリフォーラム

2008  UNSCAER報告書：チェルノブイリ事故についての放射線影響評価

 ウクライナ政府報告書：チェルノブイリ事故25周年＝未来への安全＝

 ウクライナ政府報告書：チェルノブイリ事故20周年＝将来展望＝2006

 ベラルーシ政府報告書：チェルノブイリ原発事故から四半世紀
　　　　　　　　　　　　　　　　＝被害克服の成果と展望＝

 ロシア政府報告書：チェルノブイリ事故２５年　ロシアにおけるその影響と
　　　　　　　　　　　後遺症の克服についての総括と展望　1986～2011

 IAEA：チェルノブイリ25周年　25の話

2011


